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なぜ…ピアカウンセリング？
　急速に進む高齢社会の中で、多くの高齢者は変化す
る社会環境やそれに影響を受けた家族との間にあり、
「寂しさ」に代表される心の問題を抱えています。高齢
者が抱える孤独、寂しさ、不安などを受け止め、共感
することによって心の問題を軽減し、精神的自立を支
援することが求められています。これらの役割を果た
し、高齢者を支援する人材を養成するために、この講
座を開講します。また、支援する立場となる人が高齢
者とのふれあいを通じて喜びを実感し、自身の生きが
いを見出すことも、この学科で学ぶ意義の一つです。
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る
内
容

　

高
齢
者
を
理
解
し
援
助
す
る
た
め
に
は
、

年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
伴
う
身
体
と
心
の
理
解

が
不
可
欠
で
す
。ま
た
、高
齢
者
と
接
す
る
こ

と
は
、単
に
世
間
話
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

す
る
だ
け
で
は
な
く
、相
手
の
気
持
ち
を
受

け
止
め
、心
を
傾
け
て
聴
く
こ
と
が
大
切
で

す
。そ
れ
が
自
然
と
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
標
に
、講
義
と
実
習
を
行
い
ま
す
。

講
義
高
齢
者
の
心
理
や
身
体
の
問
題
、精
神

医
学
の
基
礎
知
識
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
が
講
義
し
ま
す

実
習
５
〜
６
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、相

談
者
と
聴
き
手
や
観
察
者
の
役
割
を
交
代
し

て
演
技
実
習
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
を
通
じ

て
、傾
聴
の
技
法
を
体
験
的
に
学
び
ま
す
。産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
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内
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住
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勤
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お
む
ね
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歳
以
上

の
通
学
可
能
な
方
で
▼
高
齢
者
の
心
の
支
援

狭
山
シ
ニ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

後
期
開
講
学
科
の
受
講
生
を
募
集

　

第
５
期
生
を
迎
え
、４
月
か
ら
８
学
科
13
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
た
狭
山

シ
ニ
ア・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
カ
レ
ッ
ジ
。知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、市
民
に
よ
る・市
民
の
た
め
の
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
積
極
的

に
関
わ
り
、学
習
の
成
果
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
、自
分
自

身
の
生
き
が
い
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
に
今
年
も
３
０
０
人
以
上
の
受
講

生
が
学
ん
で
い
ま
す
。後
期
か
ら
新
た
に「
高
齢
者
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

学
科
」が
始
ま
り
ま
す
。そ
こ
で
、こ
の
学
科
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

ピアは｢仲間｣を意味します
同世代の同じ社会環境を共有し、
理解し合える立場の同僚のことです

高齢者ピアカウンセリング学科
東京家政大学との共催で行います。
定員 20名　受講料 1万5千円
講義回数 20回
会場東京家政大学狭山校舎（車の
通学は不可）、サピオ稲荷山
受講の決定通知 9月10日（金）発送
受講の手続き 9月13・14日（月・火）
開講式・オリエンテーション
10月5日（火）、9時15分～10時45分


